
デジタル化や脱炭素化など
大きな社会変革の下での
中小企業・小規模事業者の
成⻑・発展が課題

支援機能の集約化による
迅速かつ最適な支援を提供

（公財）やまがた産業支援機構

新産業支援機関のスタートと新たな企業支援体制について

１．現状とねらい

◆経営力強化を支援
公益財団法人
「山形県企業振興公社」

◆新製品開発を支援
公益財団法人
「山形県産業技術振興機構」

再編 ◆ワンストップ＆トータル支援
公益財団法人
やまがた産業支援機構

工業技術
センター

商工会議所、
商工会など

［新体制］［現 行］

２．新しい仕組みのイメージ

連携

背景

新体制

経営基盤強化・経営革新 創業者数の増大･マインド醸成

新技術・新製品開発の促進 産業を担う人材確保と人材育成

方針や施策を
横断的に検討

経営支援 創業支援

新価値創出支援 人づくり支援

県事業承継・引継ぎ支援センター
県中小企業活性化協議会 県産業創造支援センター
スタートアップステーション・ジョージ山形
県プロフェッショナル人材戦略拠点

総合
窓口

支援
部門

専門
機関

［あらゆる経営課題を ワンストップかつトータルに支援］
県工業技術センター
・新組織と更に連携強化

高等教育機関
山形大学 慶應先端研等

県国際経済振興機構

産業技術短期大学校等

労働局 ハローワーク
県発明協会

［関係機関一丸となって］

３．方向性

令和６年３月27日
産 業 労 働 部

［ワンストップ相談窓口］
山形県よろず支援拠点

・相談を受付、仕分け（一次処理）

再構築

４．支援体制

変化への対応・挑戦の促進 イノベーションの創出による本県産業の高付加価値化 本県産業の持続的な発展

（最上総合支庁）

（置賜総合支庁）

本部

庄内サテライト

・霞城セントラル13階
・スタートアップステーション
ジョージ山形（同２階）

・産業創造支援センター
・高度技術研究開発センター(支部)

［所在地］

令和６年４月１日スタート

商工会 商工会議所
･新組織と更に連携強化

金融機関･保証協会等

経産局･市町村 連携

捌き
［優れた目利き力を持つ専門家集団］
経営支援アドバイザー

・課題を的確に整理し、迅速かつ最適な処方箋を提供
・県内４つのエリア担当が総合支庁と連携して解決支援

県内産業の大宗を占める中小企業・小規模事業者 あ
相談 ・攻めの営業もれなく

カバー相談

相談

連携

技術・
開発相談

県 関係各課

再構築


